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KOSHIN 討旦岨副凸伽i室内では給油しない給油中に離れない 圧力を抜く ポンプを外す
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電池不要で、いつでも使えて経済的です
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取扱脱明書 ご使用の前にこの説明書をよくお読みの上、正しくお使いください．また、大切に保管してください。

一匹':::：::：9】0禁止事項|。知m-
企） 室内や汚れては困る場所では使わないでください
（カーペットなど敷物クローリング、たたみの上、または車内など）

△危険人虹亡または損傷を比悶性暉定され、 △注意人颯傷を負う可鮨性及匹的損害のみのかつその切迫の虞合い 書です． 発生が想定される内専です，

0ガソリン•ペンジンなどに便用しない 0灯浪と水の併用はしない

このポンブは灯油・水専用です。火災の原因と 両方で同時にお使いになる場合はそれぞれに

なりますので、ガソリン、ベンジン、シンナー、 本製品をお買い求めください。

醸・アルカリなどの腐食性の高い液体には使 0宣内など汚れては11る場所で便わない
用しないでください。 屋外など灯油がこぼれても問題の無い場所でご

0点火中は綸油しない火災の原因となります。
使用ください．※誤作動やホースが外れるなど、
灯油がこぽれ床面やカーペットなどを汚す恐れ

△警告笛靡誌岩9．を負う可能性が があります．

0ポンブを驀としたり彊い書撃を与えない
0綸濾中は戴れないあふれる場合があります。 故障や油もれの原因となります．

0分解や改遍はしない故扁の原因となります。O＊ースの懺れ尊もれた稟ま使用しない

0古い灯濾かんには使わない 吹き出した灯油で思わぬ事故の原因となります

製造から3~5年を経過した灯油かんは、ご使

O＊ースーないウ 9州""l用にならないでください。劣化した灯油かんで 曝房醤具には使わない
ご使用になると灯油かんが磯損し、灯油が漏れ ホース先端のサイズを
ることがあり危険です。 右図で確露してください．

0細圧しすぎない 繍圧薗にエア櫨きキャッブがきっちり緯

灯な油いかんだとポさンブ破損防止のため、加圧しすぎ まっていることを罐霞する
でく い。 漏圧不良の原因となります。

△注意俎悶t翌悶翡？的損書のみの 0ポンブを灯油かんに取り付けたまま
運●しない

0飲料水には使用しない 灯油がもれる原因となります．

0便襲Iiiらず圧力を簸< 0灯濾かんを欄さない
窓を閉め切った車内や直射日光の当たる場所、 灯油がもれ、火災の原因になります．
暖房粒具の近くには放置しないでください。変 0お子織だけでのご使用や、幼児の手の羅<
形・変色・故陣の原因となります。 所では使用しない
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1 灯油ポンプQ&A | 

出来ない

1,t註旦ぶこ界已；一
加圧回数が少ない

『-199:_
更に加圧回数を増やす

エア抜きキャJブが緩んでいる

ポンプ側ネジ（タンクジョイント）と
灯油かんのもう片側のキャッブが
しっかり締まっていない

バッキンの破損・欠落

灯油かんの破損

・21 
｛灯油）棗
～十ヽ

・ノズル】ポI

」ポリエチレン
(JIS.＇→備奨•匿定マーク付灯油かん専用）

賣(18Lダノグ肯ダ4潤治）吐出前に10回加圧し、吐出開姶後
1秒問に1回加圧しながら総油した時の数値。

ン・ポリア・ ー）

エア抜きキャッブを締める

タンク注ョイントとキャップを
真っ直ぐしっかり締め込む

新しいバッキンをつける

直ちにご使用を中止し、灯油
かんを新しい物に交換する

一は平に履り付けた場）傭いに鼈り付けた場合）灯油かん＋豹17cm 灯油かん＋約13..tan
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1 使用方法

゜

灯油かんにセットする

灯油かんの片側のキャップを外し、

ポンプの吸入ホースを差込みます。

その後タンクジョイントを時計回りに

まわし、しっかりと固定して◇笠い。

e I蒻＇ 開璽
|t2芯芹存gt9りにまわし、l

加圧キャップを押す

ノズルを燃料タンクの給油口に差し込んで、

加圧キャップを十数回押し、加圧します。

〇 加圧前にノズルレバーが「止まる」の状態に

なっているか確認してください。

〇 キャンブが戻りきる前に再度押さないでください。

゜一ノズルレバーを握る安全フックのロックを解除し、

ノズルレバーを握って給油します。

必要I~双；て加圧と給油をくり返してください。

※18L灯油かん満ダノの場合吐出前に
10回加圧し、1秒間に1回加圧しながら
給油した場合、1分間に6L給油できます。

運績で綸油l,たい疇 lノズルレバー
ノズルレバーを握り、安全フッケで固定すると
連続で給油することがでざ良す．

安全フック：連続給油位置
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使用後は圧力を抜く

Kきキャップを反時
灯油かん内の空気を抜きます。

〇 エア抜きキャッブから空気の抜ける音がするか
確認して◇芸い。

゜
［空気を紐な心灯油か“D変形料T油漏れ、』
製品故障の原因となります。

ブ、

t• 
圧n" 
ヵ

ダ`9 ノ l ‘- I. 

｀ 

ホース内に残った灯油を出し切る
空気を抜いた後、ノズル先端を①本体より高く

持ち上げてから②ノズルレバーを握り、ホース内

に残った灯油を灯油かんに戻してください。

〇 必ず先に灯油かん内の空気（圧力）を抜いてください。
空気を抜かずにノズルレバーを握ると灯油が漏れます。

ノズルをノズルケースに収納する
ご使用後は安全フックをロック位置に合わせ、

ノズルをノズルケースに収納して◇笠い。

〇 安全フックをロックする際、ノズルレバーを
「止まる」の方向に少し引いてください。

〇 ノズ）E-ス内Iゴこまった灯油は
定期的に灯油かんに戻して◇笠い。

〇 ホース先端をノズルケースに差し込み、雨や直射日光
のあたらない所に保管してください。直射日光があた
るとホースが劣化し穴が空く恐れがあります。

四日l:；五臼宣誓王詈・いてから
| （株）エ進お問い合せ相談窓口

ご使用中に動かな々 ょづり異常がある場合は、お買い求めの販売店または下記の窓口iこ湘談勺ビさし、

唸芯ジ •0120-075-540 (：ぢ閂点紐畷専） 2g:r.i111 
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